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研究成果の概要（和文）：室町時代から江戸時代に作成された、写本と版本については、これまでばくぜんと、
室町時代までの写本の文化が、江戸時代の版本の文化へと置き換わっていったと、考えられていた。しかし、江
戸時代前期に作成された奈良絵本・絵巻を見るだけでも、明らかに版本から写本へ作られたものが、相当数存在
している。そして、写本と版本の両方を作る人物として、仮名草子作家として著名な浅井了意や、日本史上初の
女性絵本作家というべき居初つな等が存在することが明らかになってきたのである。本研究では、これまで、中
世文学と近世文学の研究として別々に扱われていた写本と版本の関係を、新しい資料を利用しての解明を試み
た。

研究成果の概要（英文）：About the Relationships between Manuscripts and Woodblock-printed Books in 
Early-modern Japan , We thought that Woodblock-printed Books were made from Manuscripts. But, Nara 
picture books and picture scrolls made from Woodblock-printed Books in the early Edo Period. If we 
consider about Asai-Ryoi ,who is a famous writer in the early Edo Period, and Isome-Tsuna ,who is a 
woman writer and painter ,this research will prove the Relationships between Manuscripts and 
Woodblock-printed Books.
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１．研究開始当初の背景 
 
室町時代から江戸時代に作成された、写本

と版本については、これまでばくぜんと、室

町時代までの写本の文化が、江戸時代の版本

の文化へと置き換わっていったと、考えられ

ていた。しかし、江戸時代前期に作成された

奈良絵本・絵巻を見るだけでも、明らかに版

本から写本へ作られたものが、相当数存在し

ている。そして、写本と版本の両方を作る人

物として、仮名草子作家として著名な浅井了

意や、日本史上初の女性絵本作家というべき

居初つな等が存在することが明らかになって

きたのである。 

 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、これまで、中世文学と近世文

学の研究として別々に扱われていたために明

らかにできなかった写本と版本の関係を、新

しい資料を利用し、具体的に考察することに

よって明らかにし、文学作品の創作の問題へ

と迫りたいと考えている。 

 これまでの国文学の研究は、中世文学研

究者が写本を扱い、近世文学研究者が版本

を扱い、それぞれの専門対象について考察

してきた。現代の研究の専門化・細分化は、

これに拍車をかけることになり、関わるこ

とであるのに、存在すら知らないといった

ことが多くなってきている。 

 例えば、浅井了意は、江戸時代前期に活

躍した仮名草子作家として、誰もが知る存

在であるが、文学作品としては、全て版本

として作られたと考えられたために、誰も、

その筆写本の存在は、気付いていなかった。

しかし、二〇〇一年に、本研究代表者が、

浅井了意筆の奈良絵本・絵巻の存在を報告

し、同時に署名入りの写本の存在を示した

ことにより、不明であった人物像がかなり

わかってきたのである。この報告をした時

に、近世文学研究者からは、このような問

題は、写本を扱う中世文学研究者にしかわ

からないと言われたが、これこそ、研究の

細分化の弊害の例といえよう。その後、科

研費の使用により、浅井了意の研究はさら

に進み、浅井了意が内容を創作したと思わ

れる御伽草子も、複数指摘できるようにな

った。 

 浅井了意が室町時代の文学作品である御

伽草子を創作したというのもおかしな話で

ある。実は、写本系の奈良絵本・絵巻は、

中世文学に属するという誤解が根深く存在

し、写本としてしか存在しない作品は、御

伽草子に入れられていたのである。しかし、

特に江戸時代前期は、写本と版本の両者が

同じように作られ、その差は、用途の差と

考えた方が良い。浅井了意は、まさにその

両者を作成していた人物であったのである。

基本的には、若い頃に本を写す、写本を作

る仕事をし、その知識を元に、内容を創作

する作家へと成り上がったのである。ただ

し、創作家となったからといって、版本だ

けを作っていたのではない。作品を創作し

て、自ら写本の一つである奈良絵本・絵巻

に仕上げた作品も存在した。しかし、現代

の研究では、写本しか存在しないというこ

とで、御伽草子に属することになってしま

っていたのである。 

 これをどのように明らかにしていくかと

いうと、研究として確実なのは、浅井了意

の筆跡の作品を特定していくことである。

特に、本文の筆跡については、個性が強け

れば強いほど、その筆跡の断定ができる。

幸いなことに、浅井了意の筆跡には個性が

あり、筆跡の断定ができるのである。もち

ろん、筆跡だけではなく、その作品の内容

や状況を考察しながら、一点一点の作品を

見る必要がある。その一点一点の作品が、

この十年間の研究を踏まえると、まだまだ、

存在しているのである。特に海外には、奈

良絵本・絵巻等の資料が相当に埋もれてい



る。もちろん、国内の資料も探す必要があ

り、それらの新資料の発掘と同時に、新た

な作品の位置付けや人物像のとらえ直しを

行うのである。 

 浅井了意は、寛文・延宝年間前後に活躍

した人物であるが、一世代後の貞享・元禄

年間には、居初つなという女性が、やはり、

奈良絵本・絵巻を中心とする研究から浮か

び上がってきた。居初つなは、往来物研究

においては知られていた人物で、既に五，

六作品の往来物を作成したとの研究は存在

し、女流往来物作家のさきがけとして知ら

れていたのである。しかし、二〇〇八年に、

やはり、科研費等の公的資金による研究が

きっかけで、居初つなが制作した大量の奈

良絵本・絵巻の存在が明らかになり、その

挿絵もきわめて個性的なかわいらしい絵を

描いていたことが判明し、日本初の女流絵

本作家と言って良い存在であることが明ら

かになった。と同時に、これまで窪田つな

と呼ばれてきた女性と同一人物であること

が筆跡や居住地から明らかになり、窪田作

『女今川』も、居初つなの作品であること

が判明した。『女今川』は、江戸時代を通じ

て、大量に制作された女性向けの教科書で

ある。後代にも大きな影響を与えた版本の

作者でもあったのである。 

 このように、居初つなについても、版本

だけでの考察しか行われていなかったため

に、それ以外の重要な仕事を見損なってい

たのである。居初つなは、往来物の版本だ

けではなく、当時制作された普通の版本の

筆耕や挿絵も担当していた。また、奈良絵

本・絵巻以外の写本や、一枚物の手本もし

ばしば筆写しているのである。 

 浅井了意にしても居初つなにしても、そ

れぞれの専門家は相応に存在していたが、

残念ながら、版本のみの研究であったがた

めに、近年判明したこのようなことは、全

くわかっていなかったのである。これは、

同時代に作成された写本と版本を、両者を

関わらせながらあらためて見直せば、明ら

かになることなのである、本研究の大きな

目的は、まさに、写本と版本の同時進行的

な見直しにあるのである。ちなみに、浅井

了意と居初つなの二人は、全く別個の存在

のようにも見えるが、井原西鶴の版本の挿

絵を担当した絵師吉田半兵衛を介すると、

とても近い存在であることがわかってきた。

また、両者には、小袖に関する著作もあり、

そこでも繋がっている。 

 主要な文学作品は、江戸時代前期に、版

本にされている。その過程についても、近

年研究がやっと進んできたところである。

『太平記』と医書との関係や、和歌の版本

化等についての研究は、それ自体意味があ

ることである。しかし、これらの研究も、

室町時代から江戸時代にかけての写本と版

本の関係を考えなければ、意味をなさない。 

 さらには、この時代の本のことを考える

には、中国・朝鮮で作成された版本との関

係を考えなくてはならない。『帝鑑図説』や

『三綱行実図』のような明・朝鮮で刊行さ

れた本が、日本で模刻され、和刻本ができ

たことは知られていたが、それが和文に訓

読されて出版されたり、さらには、それら

の奈良絵本・絵巻が存在したことは、近年

まで全く知られていなかった。この二作品

の奈良絵本・絵巻は、全てが海外の機関に

所蔵されており、それらの伝本の発掘・調

査には、海外への出張は欠かすことはでき

ないのである。本研究では、室町時代から

江戸時代にかけて制作された、いわゆる漢

籍についても対象とし、その写本と版本に

ついての調査研究を行う予定である。 

 もちろん、これらの研究を進めるには、

写本や版本に対する深い造詣がなければな

らない。これまでの研究でよく見られたの

が、本の知識がないための、時代の同定の

誤りである。例えば、同じ題名の写本と版



本が存在した場合、常識的には写本の方が

古いということで、写本の作成の方が古い

としてしまっていることがとても多くある

のである。その常識化された説がいかに間

違っているかは、この研究でかなり明らか

になるであろう。そのためには、慶應義塾

大学斯道文庫で書誌学の研鑽をした人物を

中心に、国文学のあらゆる分野から協力を

得て、研究を行う必要があるのである。 

 『源氏物語』の写本として最も有名な大

島本も、書誌的な観点からその制作時期や

環境がかなり見直されてきた。中世・近世

を問わず、他の分野でも、原本を調査し直

すことによって、これまでの常識の間違い

がかなり明らかになってきたのである。そ

れを確定していくためにも、日本の代表的

な写本・版本を有する文庫である、国立公

文書館内閣文庫の蔵本は、あらためて、と

らえ直す必要があると考えている。本研究

は、海外の機関においても、国内の機関に

おいても、それぞれに協力者が必要である。 

写本・版本の問題は、文学研究に直結し、

最も基礎的な研究であることを意識し、着

実、具体的に成果を出していきたいと考え

ている。 
 
 
３．研究の方法 
 

本研究を遂行するためには、まず、室町時

代から江戸時代にかけて制作された、写本・

版本のとらえ直しが必要である。それらの中

でも、江戸時代前期に奈良絵本・絵巻にされ

た作品で、なおかつ、版本に作られている作

品を比較するのが最も有効である。奈良絵

本・絵巻は、現在では、御伽草子だけではな

く、物語文学、軍記文学、和歌文学、漢籍等、

さまざまなジャンルの作品が見付かっている。

それらをそれぞれの担当者が調査し、分析す

るのである。そのためには、具体的に奈良絵

本・絵巻等の原資料を、日本国内はもちろん、

海外の機関においても調査する必要がある。

それらの過程で判明した重要な作品は、研究

誌等に紹介し、内外の研究者を集めたシンポ

ジウム等でも報告することとする。 

 
 
４．研究成果 
 

この方針の下に、本研究の経費の使用の中

心となる、国際的な研究については、以下の

ように、各年度の成果があった。 

２０１２年度は、海外での最大級の資料保

存場所である、イギリスの大英図書館に合同

調査に赴き、調査。研究を行った。また、全

体の公開講演会兼シンポジウムとして、２０

１３年３月に、慶應義塾大学において、写本・

版本国際集会を開催した。 

２０１３年度は、イギリスにおける調査を

続行するとともに、合同シンポジウムである

写本・版本国際集会をケンブリッジ大学で開

催した。 

２０１４年度は、オランダ・ライデン大学

において、写本・版本の調査とともに、合同

シンポジウムである写本・版本国際集会を開

催した。 

２０１５年度は、アメリカ合衆国・プリン

ストン大学において、写本・版本の調査とと

もに、合同シンポジウムである写本・版本国

際集会を開催した。 

２０１６年度は、ドイツ・ハイデルベルグ

大学において、写本・版本の調査とともに、

合同シンポジウムである写本・版本国際集会

を開催した。 

以上のように、海外において国際研究集会

を開催した大学は、日本学の研究においても

世界有数の大学であった。それらの地におい

て、二日間以上の研究集会を、在地を中心と

する世界有数の日本学研究者と本研究メンバ

ーで開催できたことは、大きな成果であると

いえよう。また、本研究に関係するほとんど

未紹介の資料の調査も各地で調査できている。 



国際研究集会の詳細や、各自の研究の成果

の詳細は、とても全てを記し得ないが、奈良

絵本・絵巻と版本との関係だけでも、新たな

浅井了意・居初つなの資料の発見等、多くの

成果があった。 
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